




に子猫については、譲渡先を見つける場合に必須となる治療です。 

猫へのマイクロチップ装着については、もし脱走した場合でも飼い主の元へ戻

ることができるため、そして殺処分の対象にならないよう譲渡時に装着しまし

た。また子猫の場合は去勢・避妊手術時に装着するケースが多いため、譲渡誓約

書に承諾のサインをいただき、マイクロチップ装着促進の徹底をしました。 

（TNR）手術・予防医療 29件  

治療医療 1件 

（保護）マイクロチップ 29件（補助対象経費） 

去勢・避妊手術 16件（補助対象外経費） 

初期医療 99件（ワクチン、ウイルス検査、ノミダニ駆虫、爪切り） 

合計 128頭に必要な医療を行いました。 

（うち 30頭はリリース※主に環境課の補助金を活用しています） 

人馴れ訓練  

必要な医療後、ホームベースや、預かりボランティア宅で、野良猫から家で生

活できる、「人に慣れた猫」になるように訓練をします。具体的には給餌やトイレ

掃除で信頼関係を築き、少しずつ触れ合いを持ち、人の手で撫でられるようにな

るまで距離を縮め、人間への恐怖心をなくしていく訓練を毎日行いました。結果

的に人間への恐怖心がなくなり、撫でることが可能になった猫は、保護猫ステー

ションに移動します。 

里親探し 

令和５年４月から開設準備を行い、令和５年６月に保護猫ステーションを開設

しました。保護猫ステーションでは、里親募集や保護猫活動の周知、セミナーを

開催しました。 

保護猫ステーション来場者数 332人 

＜セミナー開催実績＞ 

① 日時：６月２２日（保護猫ステーション開設日）場所：保護猫ステーション 

参加人数：20名  対象者：一般市民・関係者・ボランティアスタッフ 

テーマ：捕獲・保護～譲渡までの活動の紹介、市民にできる保護猫活動とは？ 

② 日時：11月 25日 場所：保護猫ステーション 

参加人数：10名   対象者：里親さん・ボランティアスタッフ 

テーマ：保護猫の習性と飼育方法 

＜里親探し＞ 

里親募集は、里親募集サイト・ブログ・インスタグラム・チラシをとおして申

込みがありました。 

譲渡会は、ねこちゃんず 8・22回、ピコ 22・14回 開催しました。 

譲渡数  合計 70頭（成猫 26頭・子猫 44頭） 

譲渡 

譲渡先へのアフターフォローとして、爪切りや洗濯ネット（病院への搬送用）

の扱い方、人慣らしの方法やフード等の相談を随時受けています。なお里親さま

だけでなく、地域の方からも同様の相談を受けています。 

 

＜イベント＞ 

保護猫活動周知のためのチャリティーイベントを令和６年２月１１日に開催し

ました。イベント内では、動物病院の獣医師から「猫を家族に迎えること」とし

て保護猫に関するセミナーを行い、団体ブースでは、保護猫活動の周知や里親募

集等を行いました。 



来場者 約 500人（イベント全体）、セミナー参加者 約 50人 

＜多頭飼育崩壊現場への指導について＞ 

市民からの相談や捕獲の依頼があった際に聞き取りを行います。どのくらいの

期間今の状態なのか、猫は何匹か、手術の有無、飼育環境なども見せていただ

き、飼育のアドバイスや、１０匹以上飼育している場合は埼玉県に多頭飼育の届

け出をしてもらうよう促しました。 

＜保護猫ステーションを利用した方の感想＞ 

・保護猫活動について学ぶ良い機会になった。 

・飼い猫をなくしたばかりで落ち込んでいたが、猫に触れてとても癒された。 

・地域猫と野良猫の違いが分かった。 

・捕獲した後にどのような流れで医療を行うのか、また費用面も勉強になった。 

・野良猫を自宅へ招き入れたが慣れず困っていたので助かった。 

・エサやりさんと近隣の方のトラブルを解決できてよかった。 

というお声をいただき、保護猫活動へのご理解をいただきました。 

＜成果＞ 

猫を捕獲する際は、地域の方からの相談を受け、餌やり・見張り・見守り捕獲

の手伝いなどをとおして協力しながら野良猫の捕獲をすることができました。そ

の際に活動の内容等もお話しすることで、地域猫への理解を深めることができた

と感じています。 

また、捕獲依頼の中には、野良ではない迷い猫（飼い猫）も多く、依頼主や近

隣の方と協力して飼い主探しや捕獲のお手伝いに参加してもらいました。 

 

保護猫ステーションを開設したことで団体の周知が進み、一般市民の方からの

相談を多くいただきました。市民の方は地域にいる猫が「管理なく繁殖した猫」

か、「去勢・避妊手術を行った猫」なのか見分がつきません。さらに子猫が増える

と、猫が増えて環境被害（鳴き声や糞尿被害等）を受けてしまいます。そんな時

に、当団体にご相談をいただきました。 

 

捕獲した猫は、去勢避妊手術が済んでいない場合は手術を行い、病気や怪我が

ない元気な猫はリターンします。しかし、明らかな飼い猫や一匹では生きていけ

ない子猫、怪我・病気のために治療が必要な猫、元の場所にリターンできる環境

ではない猫（多頭飼育の場合など）は保護猫となり譲渡につなげます。 

 

本事業は保護猫たちが、家猫として里親に譲渡できる新しいルートとなり、人

と猫が共に暮らす社会の一歩につながりました。捕獲した猫をリターンせずに、

家猫にしていくことは地域の猫を減らし、戸田市民の方の環境被害を減らすこと

だと考えています。 

２ 事業実施のスケジュール 

月 日 内      容 

4月 定例会、譲渡会、TNR、保護、譲渡 

5月 TNR、保護、譲渡、保護猫ステーションプレオープン 

6月 保護猫ステーション開設、オープンイベント開催、セミナー 

啓発活動、譲渡会、TNR、保護、譲渡 



7月 譲渡会、TNR、保護、譲渡 

8月 譲渡会、TNR、保護、譲渡 

9月 譲渡会、TNR、保護、譲渡、イベント参加、啓発活動 

10月 譲渡会、TNR、保護、譲渡 

11月 譲渡会、TNR、保護、譲渡、セミナー 

12月 譲渡会、TNR、保護、譲渡、イベント参加 

1月 譲渡会、保護、譲渡 

2月 譲渡会、TNR、保護、譲渡、イベント参加、セミナー、啓発活動 

 

３ 事業の実施体制 

「ねこちゃんず 8」  １５名 

「ピコ 22（ニャンニャン）」 １５名 

ボランティアの人数 各団体１５名。 

共に常に連絡取り合って役割分担が決まっているのでうまくいった。 
 実施内容 場所 期間 活動人数 

① 捕獲 依頼場所 約 2週間 1～2名 

② 手術・医療 動物病院 約 2日 1～2名 

③ 飼育・訓練 ホームベース・預かり宅 2週間～半年 4～5名 

④ 里親探し・譲渡 
サイト・会場・保護猫ステーシ

ョン 
1日～3ヶ月 6名前後 

⑤ アフターフォロー 里親宅 1～5ヶ月 1～2名 

⑥ 飼育相談 
依頼主宅・保護猫ステーシ

ョン 
1日～1ヶ月 1～2名 

⑦ 保護猫ステーション運営 保護猫ステーション 無期限 5名 

⑧ 研修会・セミナー 各施設 2～3回／年 4～5名 

① ⑦は本団体が主体で実施 

② ⑥ ⑧は協働団体・ピコ 22が主体で実施 

② ③ ⑤は両団体実施 
※それぞれのご依頼、ご相談は、保護猫ステーションにて受け付ける。 

※ホームベース：隔離場所・人馴れ、家猫修行の場所 

※保護猫ステーション：保護猫ステーション（保護猫と人の憩いの場） 

 

 

４ 反省点と課題 

保護猫ステーションを開設したことにより、保護猫活動を知っていただく機会

となり、今まで以上に市民の方からの相談を多くいただきました。しかし運営側

のキャパシティ以上の相談があったため、多くの案件で保護を待っていただくこ

とや、運営（マンパワー・経費(特に医療費)の捻出）が難しく感じました。 

相談の内容は、ＴＮＲよりも子猫の保護についての連絡が多く、子猫を捕獲し

た場合は保護猫ステーションに移すため、大人の猫をホームベースから保護猫ス



テーションに移すことが難しく大人の猫をフリーにすることができませんでし

た。 

 

予算にマイクロチップを計上していましたが、子猫は去勢・避妊手術を行う月

齢（６か月前後）よりも前に譲渡することが多く、マイクロチップをいれること

ができなかったため、子猫を含む保護猫の必要な医療費に使用しました。 

ホームベースと保護猫ステーションは、毎日保護猫の健康チェックやトイレ掃

除・給餌などを行う必要があり、団体員だけでのローテーションが難しく、限ら

れた人数で事業を継続していく状況があります。またボランティアについては譲

渡会やイベントのようなスポットのサポートだけでなく、安定的な運営のために

日々の運営に関わるボランティアの募集や協力も今後検討が必要だと考えていま

す。 

 

５ 今後の事業の展望 

これまでの経験を活かしながら、より多くの方に協力していただき猫をとおし

て、動物に対する愛護の心を伝えられる活動を展開したいです。 

事業の収入としては、寄付金や支援をしていただく企業や個人の方を増やす必

要があると考えています。また、猫の怪我や病気の治療基金を設立し、小額でも

定期的に寄付をして頂けるような整備と、猫に興味のある方・ない方にも、保護

猫活動を知っていただくことが重要だと考えています。具体的には、今年度設立

した保護猫ステーションやセミナー・譲渡会・イベントをとおして、啓発活動を

続けていきたいです。 

また、地域の方からの野良猫などの保護依頼を受けた場合に、捕獲後の検査・

治療費・食事・トイレ等の費用は、ＴＮＲの補助金や譲渡金だけで賄うことがで

きないことを理解していただき、少額でも地域の方にご負担いただけるよう、活

動や費用について丁寧に説明していきたいと考えています。 

 

６ 役割分担（団体協働事業補助の場合のみ記入） 

申請団体の担った役割 

『ねこちゃんず 8』 

保護猫ステーションの運営、ホームベースの運営、

TNR、野良猫と地域猫の保護と譲渡、飼育相談、譲渡

会。特に怪我や病気の猫の保護やケアを担当。 

協働団体の担った役割 

『ピコ 22（ピコニャンニ

ャン）』 

野良猫の保護と譲渡。特に子猫や乳飲児を担当。 

譲渡会、飼育相談、啓発活動としての獣医師によるセ

ミナー、イベントを開催。 

協働することで得られた

相乗効果等 

保護依頼がとても多く、特に子猫の保護依頼が多かっ

たため、役割分担の効果が発揮できました。また、一

緒にセミナーや啓発活動をすることによって、より多

くの市民の方に保護猫活動の周知ができました。 

他市には見られない活動協力ができているため、他市

のボランティア団体さんの参考になるような活動もで

き、良い影響を与えられたと感じています。 

 

 



≪収支報告書≫ 

【収入】  

                              （円） 

科 目 

予 算 額 

① 

収 入 額 

② 

比 較 

（ ② －

①） 

内 訳 

補 助

金・ 

助成金 

当補助金 500,000 500,000 0  

その他     

自己資金 100,000 300,000 200,000 ね こ ち ゃ ん ず 8 ：

200,000円 

ピコ 22：100,000円 

会費（参加費等） 60,000 72,500 12,500 6,000×10名 

3,500×3名 

2,000×1名 

譲渡金 2,220,000 1,963,875 -256,125 70匹 

協賛金・寄附 250,000 1,371,445 1,121,445 一般 1,276,592円 

募金箱 94,853円 

その他 139,110 68,711 

 

-70,399 Tシャツ、Bag 

バザー 

合 計 3,269,110 4,276,531 1,007,421  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【支出】  

                                  （円） 

 科 目 
予 算 額 

① 

支 出 額 

② 

不用額 

（①－②） 
内 訳 

補
助
対
象
経
費 

原材料費 525,000 218,637 306,363 エサ代 

消耗品費 100,000 174,080 -74,080 
砂 77,666円 

ステーション 81,843円 

ベース 14,571円 

委託費 300,000 473,885 -173,885 

医療費 466,485 円 

（マイクロチップ 205,590

円、手術代（補助なし）

191,950 円、TNR 医療 68,945

円) 

ゲート工賃 7,400円 

修繕費 47,300 40,100 7,200 キャットゲート本体・部品 

印刷製本費 2,310 670 1,640 ステーション OPEN チラシ 

小 計 974,610 907,372 67,238 
※支出額内訳 

補助金充当額：500,000円 

自主財源：407,372 円 

補
助
対
象
外
経
費 

水道光熱費 60,000 41,792 18,208 
電気 32,660 円 

水道 9,132円 

原材料 0 226,271 -226,271 エサ代 

通信運搬費 10,000 0 10,000  

印刷製本費 8,000 17,120 -9,120 ピコ 22チラシ 

委託費 2,166,500 2,943,532 -777,032 
保護猫医療費 

初期治療 858,395円 

他治療 2,085,137円 

交通費 

 
30,000 3,200 26,800 譲渡、譲渡会パーキング 

雑費 20,000 8,250 11,750 TNR申請写真 

消耗品費 0 128,994 -128,994 
砂     44,719円 

ステーション 69,719円 

ベース   14,556円 

小 計 2,294,500 3,369,159 -1,074,659  

 合 計 3,269,110 4,276,531 -1,007,421  

 

 







保護猫ステーション開設時の様子 

 

    

怪我をした猫、保護猫ステーションの様子 

    

    

寄付していただいた猫グッズ 
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